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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第20期中 第21期中 第22期中 第20期 第21期

会計期間

自平成17年
10月１日
至平成18年
３月31日

自平成18年
10月１日
至平成19年
３月31日

自平成19年
10月１日
至平成20年
３月31日

自平成17年
10月１日
至平成18年
９月30日

自平成18年
10月１日
至平成19年
９月30日

売上高 （千円） － 1,584,943 1,689,634 2,476,828 3,203,537

経常利益 （千円） － 249,978 119,173 137,335 405,739

中間（当期）純利益 （千円） － 152,340 66,059 142,815 241,736

純資産額 （千円） － 943,178 1,575,122 792,884 1,033,984

総資産額 （千円） － 1,437,922 2,157,066 1,142,722 1,820,561

１株当たり純資産額 （円） － 318,425.62 113,539.23 266,626.75 87,205.52

１株当たり中間（当期）

純利益金額
（円） － 51,798.86 5,074.89 48,560.13 20,548.83

潜在株式調整後１株当た

り中間（当期）純利益金

額

（円） － － 4,850.56 － －

自己資本比率 （％） － 65.1 72.7 68.6 56.3

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） － 212,833 △78,454 122,587 470,302

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） － △29,021 △60,495 20,674 △39,091

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） － △2,400 462,139 － △2,400

現金及び現金同等物の中

間期末（期末）残高
（千円） － 559,535 1,130,122 378,123 806,933

従業員数 （人） － 293 333 280 329

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は、第21期中間連結会計期間より金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく中間監査を受けて

いるため、それ以前については記載しておりません。

３．第21期以前の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、新株予約権の残高はありま

すが、当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。なお、当社株

式は平成19年11月30日にジャスダック証券取引所に上場しております。

４．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの

出向者を含んでおります。）であり、臨時雇用者数は従業員の100分の10未満であるため、記載を省略してお

ります。

５．当社は、平成19年８月10日付で株式１株につき４株の株式分割を行っております。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第20期中 第21期中 第22期中 第20期 第21期

会計期間

自平成17年
10月１日
至平成18年
３月31日

自平成18年
10月１日
至平成19年
３月31日

自平成19年
10月１日
至平成20年
３月31日

自平成17年
10月１日
至平成18年
９月30日

自平成18年
10月１日
至平成19年
９月30日

売上高 （千円） － 1,535,791 1,644,259 2,379,923 3,097,661

経常利益 （千円） － 254,861 120,649 122,125 401,928

中間（当期）純利益 （千円） － 158,820 67,657 130,353 243,752

資本金 （千円） － 457,525 695,200 457,525 457,525

発行済株式総数 （株） － 2,941 13,804 2,941 11,764

純資産額 （千円） － 930,507 1,558,446 771,687 1,015,439

総資産額 （千円） － 1,420,057 2,133,760 1,106,352 1,793,757

１株当たり純資産額 （円） － 316,391.67 112,898.19 262,389.47 86,317.54

１株当たり中間（当期）

純利益金額
（円） － 54,002.20 5,197.59 44,322.84 20,720.17

潜在株式調整後１株当た

り中間（当期）純利益金

額

（円） － － 4,967.84 － －

１株当たり配当額 （円） － － － － －

自己資本比率 （％） － 65.5 73.0 69.8 56.6

従業員数 （人） － 288 327 275 323

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第20期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号　平成17年12月９

日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８

号　平成17年12月９日）を適用しております。

３．第21期以前の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、新株予約権の残高はありま

すが、当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

４．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）であ

り、臨時雇用者数は従業員の100分の10未満であるため、記載を省略しております。

５．当社は、平成19年８月10日付で株式１株につき４株の株式分割を行っております。

６．当社は、第21期中間会計期間より金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく中間監査を受けている

ため、それ以前については記載しておりません。
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２【事業の内容】

当社グループ（当社および当社の子会社）は、当社（株式会社ＭＩＣメディカル）および子会社１社（※ミッ

クインターナショナル株式会社）により構成されており、ＣＲＯとして、医薬品・医療機器メーカーが行う医薬品

等開発の支援を主たる事業として展開しております。

当中間連結会計期間における、各業務の内容の変更は、概ね次のとおりであります。

＜ＣＲＯ事業（派遣業務）＞

　主な業務内容の変更はありません。

＜ＣＲＯ事業（受託業務）＞

　主な業務内容の変更はありません。

＜ＣＲＯ事業（薬事申請業務）＞

　主な業務内容の変更および関係会社の異動はありません。

＜その他事業＞

　当該事業は研修業務とＢＩＯ業務を行っておりますが、ＢＩＯ業務につきましては、平成20年３月に撤退いたし

ました。

※平成20年４月30日付けで、当社子会社ミックインターナショナル株式会社の当社が保有する株式すべてを売却してお

ります。従いまして、本書提出日現在（平成20年６月20日）では、ミックインターナショナル株式会社は連結子会社か

ら除外されております。
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３【関係会社の状況】

　当中間連結会計期間において、その他の関係会社であったオリックス株式会社、総合メディカル株式会社は、当社の

新規上場に伴う公募新株式の発行による発行済株式総数の増加および両社の売出しに伴い、株式総数に対する所有

株式数の割合が減少したため、その他の関係会社ではなくなりました。
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４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　事業の種類別セグメント情報を記載していないため、業務別の従業員数を示すと次のとおりであります。

　 平成20年３月31日現在

事業の業務別の名称 従業員数（人）

ＣＲＯ事業［派遣業務］ 181

ＣＲＯ事業［受託業務］ 86

ＣＲＯ事業［薬事申請業務］ 25

その他事業 －

全社（共通） 41

合計 333

　（注）１．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの

出向者を含んでおります。）であり、臨時雇用者数は従業員の100分の10未満であるため、記載を省略して

おります。

２．全社（共通）として、記載されている従業員数は、特定の事業の業務別に区分できないＣＲＡ研修生およ

び間接部門に所属しているものであります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年３月31日現在

従業員数（人） 327

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）であり、

臨時雇用者数は従業員の100分の10未満であるため、記載を省略しております。

(3）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、米国を発端とするサブプライムローン問題や円高等により、景気の

先行きに不透明感が増しております。

このような状況下、当社が属するＣＲＯ（Contract Research Organization ＝開発業務受託機関）業界は、ＣＲＯ同

士の競争激化もあり価格競争の様相を懸念する向きもありましたが、顧客の医薬品メーカーによるアウトソーシ

ングの一層の進展を背景とした強い需要に支えられ、業界全体は引き続き順調に拡大いたしました。

当社におきましては、ＣＲＯ業界全体の拡大に比例して売上高は拡大することができましたが、主にＣＲＯ事業

（派遣業務）に対する需要が予想より下回ったこと、およびＣＲＯ事業（受託業務）における失注ならびに中途

解約、中断等により、待機ＣＲＡに対する費用負担を補えず、利益については前連結中間会計期間に比し減益とな

りました。

その結果、当中間連結会計期間の売上高は1,689百万円（前年同期比6.6％増）、営業利益は144百万円（前年同期

比42.0％減）、経常利益は営業外費用に株式上場に伴う一過性の経費を計上したことにより119百万円（前年同期

比52.3％減）、中間純利益はＩＴ機器の機種変更に伴う除却損２百万円等を計上し66百万円（前年同期比56.6％

減）となりました。

[連結経営成績]

（％表示は対前年中間期増減率）

 売上高 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月中間期 1,689 6.6 144 △42.0 119 △52.3 66 △56.6

19年３月中間期 1,584 42.1 248 653.3 249 1,000.8 152 400.6

19年９月期 3,203 29.3 406 172.9 405 195.4 241 69.3

 事業の業務別の業績は次のとおりであります。

①ＣＲＯ事業（派遣業務）

前中間連結会計期間においては、ＣＲＡ派遣に対する強い需要のもとＣＲＯ事業（派遣業務）を大幅に拡大する

ことができましたが、当中間連結会計期間においては、昨年のＣＲＡ不足を経験した医薬品メーカーの間で、予め自

社要員を手当する動き等もあり、ＣＲＡ派遣に対する需要が予想より下回りました。こうした背景から、ＣＲＯ事業

（派遣業務）の売上高は917百万円（前年同期比4.9％増）となりました。

②ＣＲＯ事業（受託業務）

当中間連結会計期間においては、受託可能と見なしていた案件のうち、泌尿器と癌領域をコンペの結果、失注した

ことや、既存受託案件の中で２案件が中途解約ならびに中断がありましたが、1,109百万円の新規受注や既存受託案件

の売上計上によりＣＲＯ事業（受託業務）の売上高は583百万円（前年同期比16.4％増）となりました。当中間連結

会計期間の受注残高は、前中間連結会計期間の1,042百万円から49.3％増加の1,557百万円となりました。

③ＣＲＯ事業（薬事申請業務）

子会社ミックインターナショナル社の不調により、ＣＲＯ事業（薬事申請業務）の当中間連結会計期間の売上は

177百万円（前年同期比1.1％増）となりました。

なお、唯一の連結子会社であるミックインターナショナル社は、医療機器の製造販売業務(ＭＡＨ)およびＦＤＡ申

請業務（欧米市場での薬事許可申請取得）を行なっております。ＦＤＡ申請業務については、海外市場への売り込み

を目指す中小医療機器メーカーが見込みに比べ少なかったことから、顧客ニーズが低迷しており、今後の成長余地も

期待できないものと判断していました。このような状況下、同社経営陣から株式を譲受けたいとの申し出があり、平

成20年４月30日を以って、当社保有の同社株式の譲渡をいたしました。ＭＡＨについては、今後も期待できるものと

考え、同業務は当社で引き継ぐことにいたしました。

④その他事業

当事業は研修業務とＢＩＯ業務を行っております。当中間連結会計期間においては、研修業務での売上が伸びず、

売上高は11百万円（前年同期比65.7％減）となりました。
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[事業の業務別の業績] 

 （単位：百万円）

　 平成19年９月中間期 平成20年９月中間期 対前期増減 増減率

 ＣＲＯ事業（派遣業務） 874 917 43 4.9％

 ＣＲＯ事業（受託業務） 501 583 82 16.4％

 ＣＲＯ事業（薬事申請業務） 175 177 1 1.1％

 その他事業 33 11 △22 △65.7％

 合計 1,584 1,689 104 6.6％

(2）キャッシュ・フロー

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前中間連結会計期間末に比較し

て570百万円増加し、1,130百万円となりました。

また、当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

営業活動の結果使用した資金は78百万円（前年同期は212百万円の獲得）となりました。この理由は、税金等調整

前中間純利益が116百万円となったものの、主に法人税等の支払額が195百万円となったことによるものであります。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

投資活動の結果使用した資金は60百万円（前年同期は29百万円の使用）となりました。これは主に医用画像解析

業務の設備投資による有形固定資産の取得による支出43百万円によるものであります。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

財務活動の結果得られた資金は462百万円（前年同期は２百万円の使用）となりました。これは株式上場に伴い平

成19年11月29日を払込期日とする新株発行による調達資金やストックオプションの行使によるものであります。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

(2）受注状況

当中間連結会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）の受注状況を事業の業務別に示すと、次の

とおりであります。

なお、当社グループの事業は売上高等に占めるＣＲＯ事業の割合が90％超であるため、事業のセグメント情報を

記載しておりません。従いまして、事業の業務区分ごとの内容を記載しております。

事業の業務別の名称

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

ＣＲＯ事業［派遣業務］ 986,631 14.0 374,076 26.7

ＣＲＯ事業［受託業務］ 1,109,780 96.2 1,557,502 49.3

ＣＲＯ事業［薬事申請業務］ 208,975 △16.1 211,599 △1.9

その他事業 8,650 △74.0 － －

合計 2,314,037 35.1 2,143,177 37.5

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

当中間連結会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）の販売実績を事業の業務別に示すと、次の

とおりであります。

なお、当社グループの事業は売上高等に占めるＣＲＯ事業の割合が90％超であるため、事業のセグメント情報を

記載しておりません。従いまして、事業の業務区分ごとの内容を記載しております。

事業の業務別の名称

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

販売高（千円） 前年同期比（％）

ＣＲＯ事業［派遣業務］ 917,378 4.9

ＣＲＯ事業［受託業務］ 583,103 16.4

ＣＲＯ事業［薬事申請業務］ 177,501 1.1

その他事業 11,650 △65.7

合計 1,689,634 6.6

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３【対処すべき課題】

わが国のＣＲＯ業界は、平成９年の新ＧＣＰ導入と同時に臨床開発受託機関としての法的な位置付けが確立され、

製薬業界においてもその認知度が高まり、市場規模の拡大を続けております。この原動力は、医薬品メーカー等が外

部機関を活用して、医薬品開発業務の効率化を推進してきたことにあります。

現在、医薬品メーカー間の競争はグローバルな規模で激化しており、新薬上市に向けた医薬品開発の効率化は最重

要課題となっております。従いまして、医薬品開発におけるＣＲＯ活用ニーズは衰えないものと思われますが、その

活用手法そのものに変化が生じる可能性は否定できません。医薬品メーカー等は、主に開発案件の外部委託という形

でＣＲＯを活用してきましたが、より小規模な案件の外部委託、さらには、チーム派遣・専門スタッフ派遣等を求め

る動きが増加することも想定されます。

当社では、ＣＲＯ事業（派遣業務）とＣＲＯ事業（受託業務）を組み合わせた、「ハイブリッド型ＣＲＯ」の強化

および進化を図る必要があるものと考え、対処すべき課題として以下の項目を掲げております。

①　モニタリング需要の拡大に対応できるＣＲＡの確保

モニタリング業務はＣＲＯが支援する医薬品開発業務の中核であります。当社においても、派遣業務はもとより

受託業務でもその需要は大きく、中核をなしております。今後も、医薬品メーカー等からの医薬品開発支援ニーズ

に安定的に応えるためには、ＣＲＡの確保が課題であります。そのためには、以下のような事項が重要であると考

えます。

当社は、未経験ＣＲＡ候補者を採用する場合、２ヶ月間の導入研修終了後、実務に就かせておりますが、今後とも

素養ある未経験者を継続的に採用していく必要があります。さらに、当社は、従来から研修内容を充実させること

に注力しており、当社の研修制度を応募理由の一つとする求職者が増加しておりますが、今後とも絶えず内容改善

に努め、優秀な人材を採用し、即戦力化していくことが重要であります。

当社から派遣されているＣＲＡは、派遣先において勤務するため、適切な相談相手がいない等の理由により、精

神的なストレスがたまり易く、効率的な業務遂行に支障を来たすことがあります。現在、外部の産業医他２社の専

門家との間で、社員の健康に関わるコンサルタント契約を結んでおりますが、このような状態に陥ることを未然に

防ぎ、ひいては退職を防止するために、派遣ＣＲＡの心身両面でのケアをさらに適切に行う体制を整えることが重

要であります。

「ハイブリッド型ＣＲＯ」の強化および進化を図るため、当社としては、中長期的には受託業務の割合を増加さ

せていく予定でありますが、未経験者ＣＲＡとして派遣された当社のＣＲＡが、派遣先で経験を積み、熟練したＣ

ＲＡとして当社の受託業務に従事するという好サイクルを確立していくことが重要であります。

②　プロジェクトリーダーが務まるＣＲＡの増強

受託したモニタリング業務の品質および効率性を確保するには、必要となるＣＲＡ数の確保だけでなく、プロ

ジェクトリーダーを担えるＣＲＡの存在が重要であります。

当社は、派遣業務とのバランスを考慮しつつ、受託業務の拡大を計画しており、経験の浅いＣＲＡに対する的確

な指導ができるプロジェクトリーダークラスの採用および育成は重要課題であると考えております。

③  抗がん剤開発等（特定領域）への対応力強化による差別化推進

抗がん剤は、患者の強いニーズを背景に、国内医薬品市場において売上が大きく増加している分野であります。

また、米国では、特定のターゲットに作用する新たな抗がん剤が実用化され、抗がん剤市場は拡大しております。従

いまして、わが国における抗がん剤開発および開発支援ニーズは一層拡大すると思われます。

しかし、その治験実施においては、慢性疾患治療薬等とは異なる特殊性・専門性が求められます。この中には、最

新の治療法、併用される各種薬剤に関する知識、薬剤評価の国際的な基準の理解などが含まれております。当社は、

他社との差別化を図る観点から、抗がん剤開発等の特定領域への対応力強化が課題であると考えております。

なお、当社は、抗がん剤開発に特化した専門チーム編成を行い、受託業務を開始しております。
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④　医用画像解析への対応による差別化推進

ＭＲＩ、ＣＴ、レントゲン等を用いた医用画像は、病気の診断・治療の現場では多用されておりますが、治験での

活用はあまり進んでおりません（＊）。しかし、近年の画像解析における診断機器の普及、映像技術の統一化、ハー

ド・ソフト技術の向上などにより、治験での画像解析技術の利用拡大が期待されるところであります。

当社では、競合他社との差別化を図るため、このような新たな技術に積極的に対応していくことが課題であると

考えております。当社では、平成17年10月に医用画像解析チームを立ち上げ、ImagingＣＲＯ（画像解析の治験利用

を支援するＣＲＯ）業務を開始いたしました。

（＊）治験において医用画像の活用が進んでいない理由として、解析方法の標準化や評価者（医師）判定の客観性の

担保が難しいことが挙げられます。

⑤　薬事申請業務の採算性改善

薬事申請業務は、当社の主たる業務のひとつであり、同業ＣＲＯとの差別化に非常に有効であると認識しており

ますが、派遣業務・受託業務と比較すると、採算性の点で見劣りするのが現状であります。当中間連結会計期間に

おいては、当社薬事部門の業績は堅調であったものの、当社子会社ミックインターナショナル株式会社の業績不振

により、同業務の売上高は前年同期比1.1％増に留まりました。そのため、今後の同社の成長余地が期待できないと

判断し、平成20年４月30日で、当社が保有する同社全株式を売却いたしました。今後につきましても、当社薬事部門

の拡大と採算性の改善を図るための施策を積極的に実施していく方針であります。

⑥  販売費及び一般管理費率の低減

当社の売上高販売費及び一般管理費率は、当中間連結会計期間において28.6％となっており、先行する同業上場

会社より高い水準となっております。また、前中間連結会計期間と比しても売上高販売費及び一般管理費率が2.8％

上昇しております。今後については、当社の特徴である「ハイブリッド型ＣＲＯ」を有効活用することにより、待

機ＣＲＡを最小限に抑え、販売費及び一般管理費に計上される待機ＣＲＡの人件費を削減すると同時に売上高を

増加し、販売費及び一般管理費率を低下させ、営業利益率を向上させる方針であります。

⑦　他社との提携

医薬品等の開発業務は、多様な専門分野および海外を含めた地域性の広がりをもっております。従いまして、顧

客がＣＲＯに求めるサービスはますます多岐にわたり、１社のＣＲＯがすべてのサービスを提供することは、事実

上不可能であります。当社は、経営資源を主としてモニタリング業務に集中して参りましたので、今後は、他社との

提携等を通じて、顧客ニーズにより的確に応える体制を築いていく方針であります。
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４【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。
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５【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＣメディカル(E05723)

半期報告書

14/61



２【設備の新設、除却等の計画】

　当中間連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあり

ません。また、確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,744

計 33,744

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（平成20年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年６月20日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,804 13,804 ジャスダック証券取引所 （注）

計 13,804 13,804 － －

（注）１　普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

（注）２　「提出日現在発行数」欄には、平成20年６月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＣメディカル(E05723)

半期報告書

16/61



（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成17年５月31日臨時株主総会決議

区分
中間会計期間末現在
（平成20年３月31日）

提出日の前月末現在
（平成20年５月31日）

新株予約権の数（個） 120 120

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） － －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 同左

新株予約権の目的となる株式の数（株） 480 480

新株予約権の行使時の払込金額（円） 75,000 75,000

新株予約権の行使期間
平成19年７月１日から
平成22年６月30日まで

同左

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　75,000
資本組入額　　37,500

発行価格　　　75,000
資本組入額　　37,500

新株予約権の行使の条件

新株予約権は、当社普通株

式が株式市場に上場した場

合に限り、行使することが

できる。

対象者は権利行使時におい

て、当社又はその子会社の

取締役、監査役、執行役員、

使用人又は顧問の何れかの

地位を有している場合に限

り、行使することができる。

その他の条件は、臨時株主

総会決議及び取締役会決議

に基づき、当社と対象者と

の間で締結した「新株予約

権割当契約」に定めるとこ

ろによる。

同左

新株予約権の譲渡に関する事項

新株予約権を譲渡するに

は、当社取締役会の承認を

要する。

同左

代用払込みに関する事項 － －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 － －

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、新株予約権の目的となる株式の数は次の算式により調整し、

調整により生じる１株未満の端数は、これを切り捨てます。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

３．新株予約権を発行する日以降、以下の事由が生じた場合は、行使時に１株につき払込をすべき金額（以下

「行使価額」という。）をそれぞれ調整します。

(1）当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円
未満の端数は、これを切り上げます。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × １／分割・併合の比率

(2）当社が行使価額を下回る価額による株式の発行又は自己株式の処分を行う場合には、次の算式により行使
価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は、これを切り上げます。

　 　 　 　
既発行株式数 ＋

新発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
調整前行使価額

既発行株式数 ＋ 新発行株式数

４．新株予約権の行使時の払込金額は１株当たりの金額を記載しております。

５．平成19年７月10日開催の取締役会決議により、平成19年８月10日付で１株を４株とする株式分割を行って
おります。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」「新株予約権の行使時の払込金額」「新株予

約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成19年11月29日

（注）１
1,400 13,164 213,675 671,200 213,675 336,246

平成19年10月１日～

平成20年３月31日

（注）２　

640 13,804 24,000 695,200 24,000 360,246

　（注）１　有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格　　　　　　　　  330,000円

引受価額　　　　　　　  　305,250円

資本組入額　　　　　　　  152,625円

払込金総額　　　　　　　427,350千円

２　新株予約権の行使による増加であります。

（５）【大株主の状況】

　 平成20年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

オリックス株式会社
東京都港区浜松町２丁目４-１　世界貿易セ

ンタービル
1,960 14.19

総合メディカル株式会社 福岡市中央区天神２-14-８ 1,392 10.08

間瀬正三 埼玉県所沢市 800 5.79

ＭＩＣメディカル社員持株会 東京都文京区湯島４丁目２-１ 514 3.72

ドイチェバンクアーゲーロン

ドンピービーノントリティー

クライアンツ613

東京都千代田区永田町２丁目11番１号　山

王パークタワー
441 3.19

北川晴美 千葉県船橋市 440 3.18

株式会社ＤＮＡチップ研究所 横浜市鶴見区末広町１丁目１-43 400 2.89

サイバード・プラスモバイル

・ファンド投資事業有限責任

組合

東京都港区六本木６丁目10-１　六本木ヒル

ズ森タワー22階
360 2.60

ジャパン・スプレッド・パー

トナーズ投資事業組合 東京都豊島区南池袋１丁目16-15 320 2.31

ジャパン・スプレッド・パー

トナーズⅡ投資事業有限責任

組合
東京都豊島区南池袋１丁目16-15 320 2.31

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（信託口） 東京都港区浜松町２丁目11-３ 320 2.31

計 － 7,267 52.57
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　13,804 13,804

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 13,804 － －

総株主の議決権 － 13,804 －

②【自己株式等】

　 平成20年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成19年10月 11月 12月 平成20年１月 ２月 ３月

最高（円） － 399,000 523,000 322,000 259,000 219,000

最低（円） － 345,000 264,000 191,000 168,000 161,000

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

なお、平成19年11月30日付をもって同取引所に株式を上場いたしましたので、それ以前の株価については該当

事項はありません。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

 監査役  － 梶原　慶枝 平成20年２月29日
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第５【経理の状況】

１．中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

(1）当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成11年大蔵省令

第24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間連結会計期間（平成18年10月１日から平成19年３月31日まで）は、改正前の中間連結財務諸表規則

に基づき、当中間連結会計期間（平成19年10月１日から平成20年３月31日まで）は、改正後の中間連結財務諸表規

則に基づいて作成しております。

(2）当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。

以下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成18年10月１日から平成19年３月31日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づ

き、当中間会計期間（平成19年10月１日から平成20年３月31日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて

作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前中間連結会計期間（平成18年10月１日から平成19年

３月31日まで）及び当中間連結会計期間（平成19年10月１日から平成20年３月31日まで）の中間連結財務諸表並び

に前中間会計期間（平成18年10月１日から平成19年３月31日まで）及び当中間会計期間（平成19年10月１日から平

成20年３月31日まで）の中間財務諸表について、監査法人トーマツにより中間監査を受けております。

　なお、前中間連結会計期間及び前中間会計期間に係る中間監査報告書は、平成19年10月30日提出の有価証券届出書

に添付されたものによっております。
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１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

①【中間連結貸借対照表】

　 　
前中間連結会計期間末
（平成19年３月31日）

当中間連結会計期間末
（平成20年３月31日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１．現金及び預金 　  459,550   430,783   707,013  

２．売掛金 　  496,739   581,795   606,207  

３．有価証券 　  99,985   699,339   99,920  

４．たな卸資産 　  10,735   16,427   18,237  

５．前払費用 　  25,307   30,712   28,976  

６．繰延税金資産 　  74,888   85,585   97,832  

７．その他 　  12,543   2,780   13,897  

貸倒引当金 　  △576   △5,384   △413  

流動資産合計 　  1,179,173 82.0  1,842,039 85.4  1,571,670 86.3

Ⅱ　固定資産 　          

１．有形固定資産 　          

(1）建物 　 31,462   34,132   31,672   

減価償却累計額 　 13,479 17,983  17,533 16,598  15,592 16,080  

(2）工具器具備品 　 89,570   157,988   88,475   

減価償却累計額 　 38,691 50,878  55,251 102,737  42,891 45,584  

有形固定資産合計 　  68,861 4.8  119,336 5.5  61,664 3.4

２．無形固定資産 　          

(1）ソフトウェア 　  53,492   46,173   49,319  

(2）その他 　  1,062   1,062   1,062  

無形固定資産合計 　  54,555 3.8  47,235 2.2  50,381 2.8

３．投資その他の資産 　          

(1）投資有価証券 　  80,040   89,400   80,040  

(2) 繰延税金資産 　  787   523   523  

(3）その他 　  55,789   59,817   57,566  

貸倒引当金 　  △1,286   △1,286   △1,286  

投資その他の資産合
計

　  135,331 9.4  148,454 6.9  136,844 7.5

固定資産合計 　  258,748 18.0  315,027 14.6  248,890 13.7

資産合計 　  1,437,922 100.0  2,157,066 100.0  1,820,561 100.0
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前中間連結会計期間末
（平成19年３月31日）

当中間連結会計期間末
（平成20年３月31日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１．未払金 　  67,012   106,012   79,862  

２．未払費用 　  77,459   63,327   71,575  

３．未払法人税等 　  118,554   42,663   200,617  

４．前受金 　  -   165,980   191,116  

５．賞与引当金 　  138,653   169,530   161,596  

６．その他 ※  93,064   34,429   81,808  

流動負債合計 　  494,743 34.4  581,944 27.0  786,577 43.2

負債合計 　  494,743 34.4  581,944 27.0  786,577 43.2

　 　          

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１．資本金 　  457,525 31.8  695,200 32.2  457,525 25.1

２．資本剰余金 　  122,571 8.5  360,246 16.7  122,571 6.7

３．利益剰余金 　  356,393 24.8  511,849 23.8  445,789 24.5

株主資本合計 　  936,489 65.1  1,567,295 72.7  1,025,885 56.3

Ⅱ　少数株主持分 　  6,688 0.5  7,826 0.3  8,098 0.5

純資産合計 　  943,178 65.6  1,575,122 73.0  1,033,984 56.8

負債純資産合計 　  1,437,922 100.0  2,157,066 100.0  1,820,561 100.0

　 　          

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＣメディカル(E05723)

半期報告書

23/61



②【中間連結損益計算書】

　 　
前中間連結会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  1,584,943 100.0  1,689,634 100.0  3,203,537 100.0

Ⅱ　売上原価
　

　  927,775 58.5  1,062,445 62.9  1,922,019 60.0

売上総利益 　  657,168 41.5  627,189 37.1  1,281,517 40.0

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※１  408,397 25.8  482,834 28.6  874,804 27.3

営業利益 　  248,770 15.7  144,354 8.5  406,713 12.7

Ⅳ　営業外収益 　          

１．受取利息 　 137   856   746   

２．有価証券利息 　 171   889   483   

３．為替差益 　 82   -   -   

４．講演・原稿料収入 　 423   -   566   

５．保険金収入 　 351   -   351   

６．その他 　 40 1,207 0.1 158 1,904 0.2 40 2,188 0.1

Ⅳ　営業外費用 　          

１．株式交付費 　 -   13,210   490   

２．為替差損 　 -   2,007   442   

３．公開準備費用 　 -   11,300   2,230   

４．その他 　 - - - 567 27,085 1.6 - 3,162  

経常利益 　  249,978 15.8  119,173 7.1  405,739 12.7

Ⅵ　特別損失 　          

１．過年度勤務費用 　 -   -   2,857   

２．固定資産除却損 ※２ - -  2,542 2,542 0.2 481 3,339 0.1

税金等調整前中間
(当期)純利益

　  249,978 15.8  116,631 6.9  402,400 12.6

法人税、住民税及び
事業税

　 116,035   38,596   200,331   

法人税等調整額 　 △18,751 97,284 6.2 12,247 50,843 3.0 △41,430 158,900 5.0

少数株主利益又は
少数株主損失
（△）

　  353 0.0  △272 0.0  1,763 0.1

中間(当期)純利益 　  152,340 9.6  66,059 3.9  241,736 7.5
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③【中間連結株主資本等変動計算書】

前中間連結会計期間（自　平成18年10月１日　至　平成19年３月31日）

　

株主資本
少数株主
持分

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

平成18年９月30日残高
（千円）

457,525 122,571 204,052 784,149 8,735 792,884

中間連結会計期間中の変動
額

      

中間純利益 ― ― 152,340 152,340 ― 152,340

株主資本以外の項目の中
間連結会計期間中の変動
額（純額）

― ― ― ― △2,046 △2,046

中間連結会計期間中の変動
額合計（千円）

― ― 152,340 152,340 △2,046 150,294

平成19年３月31日残高
（千円）

457,525 122,571 356,393 936,489 6,688 943,178

当中間連結会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）

　

株主資本
少数株主
持分

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

平成19年９月30日残高
（千円）

457,525 122,571 445,789 1,025,885 8,098 1,033,984

中間連結会計期間中の変動
額

      

新株の発行 237,675 237,675 ― 475,350 ― 475,350

中間純利益 ― ― 66,059 66,059 ― 66,059

株主資本以外の項目の中
間連結会計期間中の変動
額（純額）

― ― ― ― △272 △272

中間連結会計期間中の変動
額合計（千円）

237,675 237,675 66,059 541,409 △272 541,137

平成20年３月31日残高
（千円）

695,200 360,246 511,849 1,567,295 7,826 1,575,122

前連結会計年度の連結株主資本等変動計算書（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）

　

株主資本
少数株主
持分

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

平成18年９月30日残高
（千円）

457,525 122,571 204,052 784,149 8,735 792,884

連結会計年度中の変動額       

当期純利益 ― ― 241,736 241,736 ― 241,736

株主資本以外の項目の連
結会計年度中の変動額
（純額）

― ― ― ― △636 △636

連結会計年度中の変動額合
計（千円）

― ― 241,736 241,736 △636 241,099

平成19年９月30日残高
（千円）

457,525 122,571 445,789 1,025,885 8,098 1,033,984
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④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

　 　
前中間連結会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

　    

税金等調整前中間（当期）
純利益

　 249,978 116,631 402,400

減価償却費 　 18,196 26,295 37,803

貸倒引当金の増加額
（減少：△）

　 △37 4,971 △200

賞与引当金の増加額
（減少：△）

　 25,345 7,934 48,288

受取利息及び受取配当金 　 △137 △856 △746

株式交付費 　 - 13,210 -

固定資産除却損 　 - 2,542 481

売上債権の減少額
（増加：△）

　 △69,694 24,411 △179,161

たな卸資産の減少額
（増加：△）

　 △2,593 1,809 △10,095

前受金の増加額
（減少：△）

　 - △25,135 147,963

未払金の増加額
（減少：△）

　 17,941 △8,715 28,379

未払費用の増加額
（減少：△）

　 7,192 △8,247 1,308

未払消費税等の増加額
（減少：△）

　 △14,507 △30,803 4,115

その他 　 △7,077 △8,039 6,417

小計 　 224,607 116,006 486,953

利息及び配当金の受取額 　 137 769 746

法人税等の支払額 　 △11,911 △195,231 △17,398

営業活動によるキャッシュ・
フロー

　 212,833 △78,454 470,302

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

　    

有形固定資産の取得による
支出

　 △14,243 △43,285 △18,064

無形固定資産の取得による
支出

　 △9,205 △4,959 △11,398

投資有価証券の取得による
支出

　 - △9,360 -

敷金・保証金の取得による
支出

　 △4,820 △3,244 △9,227

敷金・保証金の回収による
収入

　 - 204 -

貸付けによる支出 　 △800 - △800

貸付金の回収による収入 　 48 150 398

投資活動によるキャッシュ・
フロー

　 △29,021 △60,495 △39,091
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前中間連結会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

　    

少数株主への配当金の支払
額

　 △2,400 - △2,400

株式の発行による収入 　 - 462,139 -

財務活動によるキャッシュ・
フロー

　 △2,400 462,139 △2,400

Ⅳ　現金及び現金同等物の増加額 　 181,412 323,188 428,810

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 　 378,123 806,933 378,123

Ⅵ　現金及び現金同等物の中間期末
（期末）残高

※ 559,535 1,130,122 806,933
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間連結会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項 連結子会社の数　１社

連結子会社名

ミックインターナショナル株式

会社

同左 同左

２．持分法の適用に関する事

項

　非連結子会社及び関連会社が無い

ため該当事項はありません。

同左 同左

３．連結子会社の中間決算日

（決算日）等に関する事

項

　連結子会社の中間期の末日は、中

間連結決算日と一致しております。

同左 連結子会社の事業年度の末日

は、連結決算日と一致しておりま

す。

４. 会計処理基準に関する事

項

(1）重要な資産の評価基準及び評

価方法

①　有価証券

満期保有目的の債券

　償却原価法（定額法）を採

用しております。

(1）重要な資産の評価基準及び評

価方法

①　有価証券

満期保有目的の債券

同左

 (1）重要な資産の評価基準及び評

価方法

①　有価証券

満期保有目的の債券

同左

　 その他有価証券

時価のないもの

移動平均法による原価

法を採用しております。

その他有価証券

時価のないもの

移動平均法による原価

法を採用しております。

時価のあるもの

時価法を採用しており

ます。

なお、投資信託のうち

預金と同様の性格を有す

る有価証券については移

動平均法による原価法を

採用しております。

その他有価証券 

時価のないもの

移動平均法による原価

法を採用しております。

　 ②　たな卸資産

仕掛品

　個別法による原価法を採用

しております。

②　たな卸資産

仕掛品

同左

 ②　たな卸資産

 仕掛品

同左

　 貯蔵品

　最終仕入原価法による原価

法を採用しております。

貯蔵品

同左

 貯蔵品

同左

　 (2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

①　有形固定資産

　定率法（ただし、平成10年４

月１日以降に取得した建物

（附属設備を除く）について

は定額法）を採用しておりま

す。

　なお、主な耐用年数は以下の

とおりであります。

建物　　　　　10年～15年

工具器具備品　３年～20年

　取得価額が10万円以上20万円

未満の少額減価償却資産につ

いては、一括償却資産として、

３年間の均等償却を採用して

おります。

(2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

①　有形固定資産

 同左

 (2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

①　有形固定資産

同左

　 ②　無形固定資産

　定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウェ

アについては、社内における利

用可能期間（５年）に基づい

ております。

②　無形固定資産

同左

②　無形固定資産

同左
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項目
前中間連結会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

　 (3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

　売上債権、貸付金等の貸倒損

失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権につい

ては個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上して

おります。

(3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

同左

(3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

同左

　 ②　賞与引当金

　従業員の賞与支給に備えるた

め、賞与支給見込額の中間連結

会計期間負担額を計上してお

ります。

②　賞与引当金

同左

②　賞与引当金

　従業員の賞与支給に備えるた

め、賞与支給見込額の当連結会

計年度負担額を計上しており

ます。

　 (4）重要なリース取引の処理方法

　リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によって

おります。

(4）重要なリース取引の処理方法

同左

(4）重要なリース取引の処理方法

　同左

　 (5）その他中間連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

(5）その他中間連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

同左

(5）その他連結財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

同左

５．中間連結キャッシュ・フ

ロー計算書（連結キャッ

シュ・フロー計算書）に

おける資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預

金及び容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３ヶ月

以内に償還期限の到来する短期投

資からなっております。

同左 　同左
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間連結会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

（貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準）

　当中間連結会計期間より、「貸借対

照表の純資産の部の表示に関する会

計基準」（企業会計基準第５号　平成

17年12月９日）及び「貸借対照表の

純資産の部の表示に関する会計基準

等の適用指針」（企業会計基準適用

指針第８号　平成17年12月９日）を適

用しております。

　従来の資本の部の合計に相当する金

額は936,489千円であります。

　なお、当中間連結会計期間における

中間連結貸借対照表の純資産の部に

ついては、中間連結財務諸表規則の改

正に伴い、改正後の中間連結財務諸表

規則により作成しております。

───── （固定資産の減価償却方法の変更）

　当連結会計年度から法人税法の改正

に伴い、平成19年４月１日以降に取得

した固定資産については、改正法人税

法に規定する償却方法により、減価償

却費を計上しております。これによる

損益に与える影響は軽微であります。

表示方法の変更

前中間連結会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

───── （連結貸借対照表）

　前中間連結会計期間まで流動負債の「その他」に含めて

表示しておりました「前受金」は、当中間連結会計期間に

おいて資産の総額の100分の５を超えたため区分掲記して

おります。

　なお、前中間連結会計期間の「前受金」の金額は51,340千

円であります。

（連結キャッシュ・フロー計算書）

　前中間連結会計年期間まで営業活動によるキャッシュ・

フローの「その他」に含めて表示しておりました「前受

金の増加額（減少：△）」は、金額的重要性が増したため

区分掲記しております。

　なお、前中間連結会計期間の「前受金の増加額（減少：

△）」は8,188千円であります。
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注記事項

（中間連結貸借対照表関係）

前中間連結会計期間末
（平成19年３月31日）

当中間連結会計期間末
（平成20年３月31日）

前連結会計年度末
（平成19年９月30日）

※　消費税等の取扱い

　仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺の

うえ、金額的重要性が乏しいため、流動負債

の「その他」に含めて表示しております。

※　消費税等の取扱い

同左

─────

（中間連結損益計算書関係）

前中間連結会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬 31,850 千円

給料手当 118,521 　

賞与引当金繰入額 22,303 　

貸倒引当金繰入額 287 　

法定福利費 21,254 　

採用費 35,545 　

広告宣伝費 26,459 　

地代家賃 25,070 　

減価償却費 16,627 　

役員報酬 39,400 千円

給料手当 138,347 　

賞与引当金繰入額 25,435 　

貸倒引当金繰入額 4,971 　

法定福利費 24,921 　

採用費 37,519 　

地代家賃 29,170 　

減価償却費 18,665 　

役員報酬 66,400 千円

給料手当 262,043 　

賞与引当金繰入額 27,994 　

貸倒引当金繰入額 124 　

法定福利費 47,718 　

採用費 81,418 　

地代家賃 53,056 　

減価償却費 34,208 　

　  ※２　固定資産除却損の内容は次のとおりで

あります。

工具器具備品 2,542 千円

※２　固定資産除却損の内容は次のとおりで

あります。

工具器具備品 481 千円

（中間連結株主資本等変動計算書関係）

前中間連結会計期間（自　平成18年10月１日　至　平成19年３月31日）

発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
前連結会計年度末

株式数
（株）

当中間連結会計期間
増加株式数
（株）

当中間連結会計期間
減少株式数
（株）

当中間連結会計
期間末株式数
（株）

普通株式 2,941 ― ― 2,941

当中間連結会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）

発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
前連結会計年度末

株式数
（株）

当中間連結会計期間
増加株式数
（株）

当中間連結会計期間
減少株式数
（株）

当中間連結会計
期間末株式数
（株）

普通株式 11,764 2,040 ― 13,804

（注）普通株式の増加2,040株は、平成19年10月30日開催及び平成19年11月13日開催の取締役会決議による新株式の発行

による増加1,400株、ストックオプションの行使による増加640株であります。

　

前連結会計年度（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）

発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
前連結会計年度末

株式数
（株）

当連結会計年度
増加株式数
（株）

当連結会計年度
減少株式数
（株）

当連結会計年度末
株式数
（株）

普通株式 2,941 8,823 ― 11,764

 （注）発行済株式数の増加は、１：４の株式分割によるものであります。
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間連結会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間

連結貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

（平成19年３月31日現在）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間

連結貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

（平成20年３月31日現在）

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との

関係

（平成19年９月30日現在）

現金及び預金勘定 459,550 千円

有価証券勘定 99,985 　

現金及び現金同等物 559,535 千円

現金及び預金勘定 430,783 千円

有価証券勘定 699,339 　

現金及び現金同等物 1,130,122 千円

現金及び預金勘定 707,013 千円

有価証券勘定 99,920 　

現金及び現金同等物 806,933 千円
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（リース取引関係）

前中間連結会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

　リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累

計額相当額、減損損失累計額相当額及び中

間期末残高相当額

　リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累

計額相当額、減損損失累計額相当額及び中

間期末残高相当額

　リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累

計額相当額、減損損失累計額相当額及び期

末残高相当額

　
取得価
額相当
額

減価償
却累計
額相当
額

中間期
末残高
相当額

　 千円 千円 千円

工具器具備品 26,286 17,337 8,949

ソフトウェア 6,287 3,877 2,410

合計 32,574 21,214 11,359

　
取得価
額相当
額

減価償
却累計
額相当
額

中間期
末残高
相当額

　 千円 千円 千円

工具器具備品 21,732 17,721 4,011

ソフトウェア 6,287 5,134 1,152

合計 28,020 22,856 5,163

　
取得価
額相当
額

減価償
却累計
額相当
額

期末残
高相当
額

　 千円 千円 千円

工具器具備品 21,732 15,387 6,344

ソフトウェア 6,287 4,505 1,781

合計 28,020 19,893 8,126

(2）未経過リース料中間期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額

(2）未経過リース料中間期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額

(2）未経過リース料期末残高相当額等

未経過リース料期末残高相当額

１年内 6,514 千円

１年超 5,661  

合計 12,176 千円

１年内 5,661 千円

１年超 -  

合計 5,661 千円

１年内 6,353 千円

１年超 2,445  

合計 8,799 千円

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩

額、減価償却費相当額、支払利息相当額及び

減損損失

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩

額、減価償却費相当額、支払利息相当額及び

減損損失

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩

額、減価償却費相当額、支払利息相当額及び

減損損失

支払リース料 3,704 千円

減価償却費相当額 3,287  

支払利息相当額 347  

支払リース料 3,322 千円

減価償却費相当額 2,962  

支払利息相当額 184  

支払リース料 7,345 千円

減価償却費相当額 6,521  

支払利息相当額 611  

(4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数として、残存価額

を零とする定額法によっております。

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額

相当額との差額を利息相当額とし、各期

への配分方法については、利息法によっ

ております。

(5）利息相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

同左

（減損損失について）

　リース資産に配分された減損損失はあ

りません。

（減損損失について）

同左

（減損損失について）

同左
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（有価証券関係）

前中間連結会計期間末（平成19年３月31日）

時価評価されていない主な有価証券の内容

区分 中間連結貸借対照表計上額（千円）

(1) 満期保有目的の債券  

コマーシャルペーパー 99,985

(2) その他の有価証券  

非上場株式 80,040

当中間連結会計期間末（平成20年３月31日）

時価評価されていない主な有価証券の内容

区分 中間連結貸借対照表計上額（千円）

(1) 満期保有目的の債券  

コマーシャルペーパー

国債・地方債等

299,895

99,938

(2) その他の有価証券  

非上場株式

その他

89,400

299,505

前連結会計年度末（平成19年９月30日）

時価評価されていない主な有価証券の内容

区分 連結貸借対照表計上額（千円）

(1) 満期保有目的の債券  

コマーシャルペーパー 99,920

(2) その他の有価証券  

非上場株式 80,040

（デリバティブ取引関係）

前中間連結会計期間（自平成18年10月１日　至平成19年３月31日）、当中間連結会計期間（自平成19年10月１日

　至平成20年３月31日）及び前連結会計年度（自平成18年10月１日　至平成19年９月30日）

当社グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

前中間連結会計期間（自　平成18年10月１日　至　平成19年３月31日）

該当事項はありません。

当中間連結会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）

該当事項はありません。

前連結会計年度（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）

当連結会計年度において存在したストック・オプションの内容

 
平成17年

ストック・オプション
平成17年

ストック・オプション

付与対象者の区分及び人数

当社取締役　　　２名

 当社監査役　　　１名

 当社使用人　　　２名

 当社顧問　　　　１名

当社取締役　　　１名

 当社使用人　　　１名

株式の種類別のストック・オプ

ション数（注）
普通株式　　　 880株 普通株式　　　 240株

付与日 平成17年６月30日 平成17年８月１日

権利確定条件

 当社普通株式が株式市場に上場した場

合に限り、行使することができる。

対象者は権利行使時において、当社又は

その子会社の取締役、監査役、執行役員、

使用人又は顧問の何れかの地位を有し

ている場合に限り、行使することができ

る。

 その他の条件は、臨時株主総会決議及

び取締役会決議に基づき、当社と対象者

との間で締結した「新株予約権割当契

約」に定めるところによる。

同左

対象勤務期間  定めておりません。 同左

権利行使期間
平成19年７月１日から 

 平成22年６月30日まで
同左

権利行使価格　　　　　　（円） 75,000 75,000

公正な評価単価（付与日）

（円）
― ―

（注）株式数に換算しております。また平成19年７月10日開催の取締役会決議により、平成19年８月10日付で１株を４

株とする株式分割を行っております。これにより、株式数が調整されております。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前中間連結会計期間（自平成18年10月１日　至平成19年３月31日）、当中間連結会計期間（自平成19年10月１

日　至平成20年３月31日）及び前連結会計年度（自平成18年10月１日　至平成19年９月30日）

ＣＲＯ事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占

める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

前中間連結会計期間（自平成18年10月１日　至平成19年３月31日）、当中間連結会計期間（自平成19年10月１

日　至平成20年３月31日）及び前連結会計年度（自平成18年10月１日　至平成19年９月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

前中間連結会計期間（自平成18年10月１日　至平成19年３月31日）、当中間連結会計期間（自平成19年10月１

日　至平成20年３月31日）及び前連結会計年度（自平成18年10月１日　至平成19年９月30日）

海外売上高は、いずれも連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

前中間連結会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

１株当たり純資産額 318,425.62円

１株当たり中間純利

益金額
51,798.86円

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、新株予約権

の残高はありますが、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握で

きませんので記載しておりません。

１株当たり純資産額 113,539.23円

１株当たり中間純利

益金額
5,074.89円

潜在株式調整後１株

当たり中間純利益金

額

4,850.56円

　当社は、平成19年８月10日付で株式

１株につき４株の株式分割を行って

おります。

　なお、当該株式分割が前期首に行わ

れたと仮定した場合の前中間連結会

計期間における１株当たり情報につ

いては、以下のとおりとなります。

１株当たり純資産額 79,606.40円

１株当たり中間純利

益金額
12,949.71円

１株当たり純資産額 87,205.52円

１株当たり当期純利

益金額
20,548.83円

　なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額については、新株予約権

の残高はありますが、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握で

きませんので記載しておりません。

　当社は、平成19年８月10日付で株式

１株につき４株の株式分割を行って

おります。

　なお、当該株式分割が前期首に行わ

れたと仮定した場合の前連結会計年

度における１株当たり情報について

は、以下のとおりとなります。

１株当たり純資産額 66,656.68円

１株当たり当期純利

益金額
12,140.03円

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前中間連結会計期間

(自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日)

当中間連結会計期間
(自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日)

中間（当期）純利益（千円） 152,340 66,059 241,736

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ― ―

普通株式に係る中間（当期）純利益

（千円）
152,340 66,059 241,736

期中平均株式数（株） 2,941 13,017 11,764

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）

純利益金額
   

中間（当期）純利益調整額（千円） ― ― ―

普通株式増加数（株） ― 602 ―

（うち新株予約権） (―) (602) (―)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり中間（当期）純利益の算

定に含めなかった潜在株式の概要

　新株予約権（新株予

約権の数280個）。詳細

は「第４提出会社の状

況、１.株式等の状況、（

2）新株予約権等の状

況」に記載のとおりで

あります。

 ─────  新株予約権（新株予

約権の数280個）。詳細

は「第４提出会社の状

況、１.株式等の状況、（

2）新株予約権等の状

況」に記載のとおりで

あります。

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＣメディカル(E05723)

半期報告書

37/61



（重要な後発事象）

前中間連結会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

　当社は、平成19年７月10日開催の取

締役会の決議に基づき、次のように株

式分割による新株を発行しておりま

す。

１．平成19年８月10日をもって普

通株式１株につき４株に分割い

たしました。

(1) 分割により増加する株式数

普通株式　　　8,823株

(2) 分割方法

　平成19年８月９日の最終の株主

名簿に記載された株主の所有株

式数を、１株につき４株の割合を

もって分割いたしました。

２．当該株式分割が前期首に行わ

れたと仮定した場合の前中間連

結会計期間における１株当たり

情報及び当期首に行われたと仮

定した場合の当中間連結会計期

間における１株当たり情報は、そ

れぞれ以下のとおりとなります。

前中間連結
会計期間

当中間連結
会計期間

１株当たり純資産
額

１株当たり純資産
額

57,103.45円 79,606.40円

１株当たり中間純
利益額

１株当たり中間純
利益額

2,586.80円 12,949.71円

　潜在株式調整後１
株当たり中間純利
益金額については、
新株予約権の残高
はありますが、当社
株式は非上場であ
るため、期中平均株
価が把握できませ
んので記載してお
りません。

　潜在株式調整後１
株当たり中間純利
益金額については、
新株予約権の残高
はありますが、当社
株式は非上場であ
るため、期中平均株
価が把握できませ
んので記載してお
りません。

　当社は、平成20年４月11日開催の取

締役会決議に基づき、次のように当社

連結子会社ミックインターナショナ

ル株式会社の株式を売却しておりま

す。

１．株式売却の理由

　ミックインターナショナル株式会

社は、平成17年10月の設立以来、主

に海外医療機器メーカーに対する

ＭＡＨ事業を主力業務として展開

してまいりましたが、今般、当社の

国内企業向けＭＡＨ関連事業と同

社の海外顧客向け同事業を当社に

集約し、国内外の顧客両方にＭＡＨ

関連サービスを提供することとい

たしました。また、同社株式につい

ては、同社の代表者である金井文昭

氏が、当社の保有する同社株式を買

取り、引き続きＦＤＡ申請を中心と

した海外薬事申請業務を継続した

いと申し出があり、売却いたしまし

た。

２．株式売却の相手先

金井　文昭（ミックインターナショ

ナル株式会社　代表取締役社長）

３．売却時期

平成20年４月30日

４．株式売却した子会社情報

(1) 商号

ミックインターナショナル株

式会社

(2) 代表者

金井文昭

(3) 本店所在地

東京都文京区湯島四丁目２番

１号

(4) 設立年月日

平成17年10月４日

(5) 事業の内容

選任製造販売業（ＭＡＨ）、Ｆ

ＤＡ申請業務

(6) 事業年度の末日

９月末

(7) 従業員数

６名（平成20年３月末現在）

(8) 資本金

10,000千円

　当社は、平成19年10月30日開催及び

平成19年11月13日開催の取締役会に

おいて、下記のとおり新株式の発行を

決議し、平成19年11月29日に払込が完

了いたしました。

　この結果、資本金は671,200千円、発行

済株式総数は13,164株となっておりま

す。

(1) 募集方法

一般募集

（ブックビルディング方式に

よる募集）

(2) 発行する株式の種類及び数

普通株式　1,400株

(3) 発行価格

１株につき330,000円

一般募集はこの価格で行いま

した。

(4) 引受価額

305,250円

この価格は当社が引受人より

１株当たりの新株式払込金と

して受取った金額であります。

なお、発行価格と引受価格との

差額の総額は、引受人の手取金

となります。

(5) 払込金額

１株につき272,000円

この金額は会社法上の払込金

額であり、平成19年11月13日開

催の取締役会において決定さ

れた金額であります。

(6) 資本組入額

１株につき152,625円

(7) 発行価額の総額

380,800千円

(8) 資本組入額の総額

213,675千円

(9) 払込金額の総額

427,350千円

(10)払込期日

平成19年11月29日

(11) 資金の使途

全額を社内システム等への設

備投資に充当する予定であり

ます。
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前中間連結会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前連結会計年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

 (9) 発行済株式数

400株

５．売却株式数及び売却前後の所

有株式数

(1) 売却前の所有株式数

304株（所有割合　76.0％）

（議決権の数　304個）

(2) 売却株式数

304株（譲渡価額15,200千円）

（議決権の数　304個）

(3) 売却後の所有株式数

0株（所有割合　0％）

（議決権の数　0個）
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（２）【その他】

　該当事項はありません。
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２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

　 　
前中間会計期間末
（平成19年３月31日）

当中間会計期間末
（平成20年３月31日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１．現金及び預金 　  441,297   401,829   691,672  

２．売掛金 　  480,811   569,891   581,087  

３．有価証券 　  99,985   699,339   99,920  

４．たな卸資産 　  10,699   15,977   18,101  

５．前払費用 　  24,927   30,333   28,348  

６．繰延税金資産 　  74,848   85,585   97,528  

７．その他 　  15,165   6,768   14,226  

貸倒引当金 　  △576   △5,384   △413  

流動資産合計 　  1,147,158 80.8  1,804,341 84.6  1,530,471 85.3

Ⅱ　固定資産 　          

１．有形固定資産 　          

(1）建物 　 31,462   34,132   31,672   

減価償却累計額 　 13,479 17,983  17,533 16,598  15,592 16,080  

(2）工具器具備品 　 88,621   157,040   87,527   

減価償却累計額 　 38,421 50,199  54,730 102,309  42,467 45,059  

有形固定資産合計 　  68,183 4.8  118,908 5.5  61,139 3.4

２．無形固定資産 　          

(1）ソフトウェア 　  53,492   46,173   49,319  

(2）その他 　  1,062   1,062   1,062  

無形固定資産合計 　  54,555 3.8  47,235 2.2  50,381 2.8

３．投資その他の資産 　          

(1）投資有価証券 　  80,040   89,400   80,040  

(2）関係会社株式 　  15,200   15,200   15,200  

(3）繰延税金資産 　  787   523   523  

(4）その他 　  55,419   59,437   57,285  

貸倒引当金 　  △1,286   △1,286   △1,286  

投資その他の資産
合計

　  150,160 10.6  163,274 7.7  151,764 8.5

固定資産合計 　  272,899 19.2  329,419 15.4  263,285 14.7

資産合計 　  1,420,057 100.0  2,133,760 100.0  1,793,757 100.0
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前中間会計期間末
（平成19年３月31日）

当中間会計期間末
（平成20年３月31日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１．未払金 　  64,177   103,479   76,995  

２．未払費用 　  76,170   62,540   70,255  

３．未払法人税等 　  118,251   42,573   200,617  

４．前受金 　  -   164,930   189,022  

５．賞与引当金 　  138,653   167,989   160,365  

６．その他 ※  92,297   33,800   81,060  

流動負債合計 　  489,549 34.5  575,313 27.0  778,317 43.4

負債合計 　  489,549 34.5  575,313 27.0  778,317 43.4

　 　          

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１．資本金 　  457,525 32.2  695,200 32.6  457,525 25.5

２．資本剰余金 　          

(1）資本準備金 　 122,571   360,246   122,571   

資本剰余金合計 　  122,571 8.6  360,246 16.9  122,571 6.8

３．利益剰余金 　          

(1）その他利益剰余金 　          

繰越利益剰余金 　 350,411   503,000   435,343   

利益剰余金合計 　  350,411 24.7  503,000 23.5  435,343 24.3

株主資本合計 　  930,507 65.5  1,558,446 73.0  1,015,439 56.6

純資産合計 　  930,507 65.5  1,558,446 73.0  1,015,439 56.6

負債純資産合計 　  1,420,057 100.0  2,133,760 100.0  1,793,757 100.0
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②【中間損益計算書】

　 　
前中間会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  1,535,791 100.0  1,644,259 100.0  3,097,661 100.0

Ⅱ　売上原価 　  899,179 58.5  1,037,266 63.1  1,866,027 60.2

売上総利益 　  636,611 41.5  606,992 36.9  1,231,633 39.8

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　  396,055 25.8  469,344 28.5  848,251 27.4

営業利益 　  240,555 15.7  137,647 8.4  383,381 12.4

Ⅳ　営業外収益 ※１  14,398 0.9  7,728 0.4  21,348 0.7

Ⅴ　営業外費用 ※２  92 0.0  24,727 1.5  2,802 0.1

経常利益 　  254,861 16.6  120,649 7.3  401,928 13.0

Ⅵ　特別損失 　  -   2,542 0.1  3,339 0.1

税引前中間（当
期）純利益

　  254,861 16.6  118,106 7.2  398,589 12.9

法人税、住民税及び
事業税

　 115,732   38,506   196,942   

法人税等調整額 　 △19,690 96,041 6.3 11,943 50,449 3.1 △42,105 154,836 5.0

中間（当期）純利
益

　  158,820 10.3  67,657 4.1  243,752 7.9
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成18年10月１日　至　平成19年３月31日）

　

株主資本

純資産
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計資本

準備金

資本
剰余金
合計

その他
利益
剰余金 利益

剰余金
合計繰越

利益
剰余金

平成18年９月30日
残高（千円）

457,525 122,571 122,571 191,591 191,591 771,687 771,687

中間会計期間中の
変動額

       

中間純利益 ― ― ― 158,820 158,820 158,820 158,820

株主資本以外の
項目の中間会計
期間中の変動額
（純額）

― ― ― ― ― ― ―

中間会計期間中の
変動額合計
（千円）

― ― ― 158,820 158,820 158,820 158,820

平成19年３月31日
残高（千円）

457,525 122,571 122,571 350,411 350,411 930,507 930,507

当中間会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）

　

株主資本

純資産
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計資本

準備金

資本
剰余金
合計

その他
利益
剰余金 利益

剰余金
合計繰越

利益
剰余金

平成19年９月30日
残高（千円）

457,525 122,571 122,571 435,343 435,343 1,015,439 1,015,439

中間会計期間中の
変動額

       

新株の発行 237,675 237,675 237,675 ― ― 475,350 475,350

中間純利益 ― ― ― 67,657 67,657 67,657 67,657

株主資本以外の
項目の中間会計
期間中の変動額
（純額）

― ― ― ― ― ― ―

中間会計期間中の
変動額合計
（千円）

237,675 237,675 237,675 67,657 67,657 543,007 543,007

平成20年３月31日
残高（千円）

695,200 360,246 360,246 503,000 503,000 1,558,446 1,558,446

前事業年度の株主資本等変動計算書（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）
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株主資本

純資産
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計資本

準備金

資本
剰余金
合計

その他
利益
剰余金 利益

剰余金
合計繰越

利益
剰余金

平成18年９月30日
残高（千円）

457,525 122,571 122,571 191,591 191,591 771,687 771,687

事業年度中の変動
額

       

当期純利益 ― ― ― 243,752 243,752 243,752 243,752

株主資本以外の
項目の事業年度
中の変動額（純
額）

― ― ― ― ― ― ―

事業年度中の変動
額合計（千円）

― ― ― 243,752 243,752 243,752 243,752

平成19年９月30日
残高（千円）

457,525 122,571 122,571 435,343 435,343 1,015,439 1,015,439
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項

項目
前中間会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

１．資産の評価基準及び評価

方法

(1）有価証券

満期保有目的の債券

　償却原価法（定額法）を採用

しております。

子会社株式

　移動平均法による原価法を採

用しております。

その他有価証券

時価のないもの

移動平均法による原価法

を採用しております。

(1）有価証券

満期保有目的の債券

同左

子会社株式

同左

その他有価証券

時価のないもの

移動平均法による原価法

を採用しております。

時価のあるもの

時価法を採用しておりま

す。

なお、投資信託のうち預

金と同様の性格を有する有

価証券については移動平均

法による原価法を採用して

おります。

(1）有価証券

満期保有目的の債券

同左

子会社株式

同左

その他有価証券

時価のないもの

移動平均法による原価法

を採用しております。

　 (2）たな卸資産

仕掛品

　個別法による原価法を採用し

ております。

貯蔵品

　最終仕入原価法による原価法

を採用しております。

(2）たな卸資産

仕掛品

同左

貯蔵品

同左

(2）たな卸資産

仕掛品

同左

貯蔵品

同左

２．固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産

　定率法（ただし、平成10年４月

１日以降に取得した建物（附属

設備を除く）については定額

法）を採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

建物　　　　　10年～15年

工具器具備品　３年～20年

　取得価額が10万円以上20万円未

満の少額減価償却資産について

は、一括償却資産として、３年間

の均等償却を採用しております。

(1）有形固定資産

同左

(1）有形固定資産

同左

　 (2）無形固定資産

　定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウェア

については、社内における利用可

能期間（５年）に基づいており

ます。

(2）無形固定資産

同左

(2）無形固定資産

同左

３．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

　売上債権、貸付金等の貸倒損失

に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別

に回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を計上しております。

(1）貸倒引当金

同左

(1）貸倒引当金

同左

　 (2）賞与引当金

　従業員の賞与支給に備えるた

め、賞与支給見込額の中間会計期

間負担額を計上しております。

(2）賞与引当金

同左

(2）賞与引当金

　従業員の賞与支給に備えるた

め、賞与支給見込額の当期負担額

を計上しております。
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項目
前中間会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

４．リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

同左 同左

５．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

　消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

　消費税等の会計処理

同左

　消費税等の会計処理

同左
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項の変更

前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

（貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準）

　当中間会計期間より、「貸借対照表

の純資産の部の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第５号　平成17年

12月９日）及び「貸借対照表の純資

産の部の表示に関する会計基準等の

適用指針」（企業会計基準適用指針

第８号　平成17年12月９日）を適用し

ております。

　従来の資本の部の合計に相当する金

額は930,507千円であります。

　なお、当中間会計期間における中間

貸借対照表の純資産の部については、

中間財務諸表等規則の改正に伴い、改

正後の中間財務諸表等規則により作

成しております。

 ───── （固定資産の減価償却方法の変更）

　当事業年度から法人税法の改正に伴

い、平成19年４月１日以降に取得した

固定資産については、改正法人税法に

規定する償却方法により、減価償却費

を計上しております。これによる損益

に与える影響は軽微であります。

表示方法の変更

前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

───── （貸借対照表）

　前中間会計期間まで流動負債の「その他」に含めて表示

しておりました「前受金」は、当中間会計期間において資

産の総額の100分の５を超えたため区分掲記しておりま

す。

　なお、前中間会計期間の「前受金」の金額は51,025千円で

あります。
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

前中間会計期間末
（平成19年３月31日）

当中間会計期間末
（平成20年３月31日）

前事業年度末
（平成19年９月30日）

※　消費税等の取扱い

　仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺の

うえ、金額的重要性が乏しいため、流動負債

の「その他」に含めて表示しております。

※　消費税等の取扱い

同左

─────

（中間損益計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

※１　営業外収益のうち主要なもの ※１　営業外収益のうち主要なもの ※１　営業外収益のうち主要なもの

関係会社受取配当金 7,600 千円

関係会社経営指導料収入 6,000 　

関係会社経営指導料収入 6,000  千円 関係会社受取配当金 7,600 千円

関係会社経営指導料収入 12,000 　

※２　営業外費用のうち主要なもの ※２　営業外費用のうち主要なもの ※２　営業外費用のうち主要なもの

為替差損 92 千円 株式交付費 13,210 千円

公開準備費用 11,300 千円

為替差損 217 千円

為替差損 82 千円

３　減価償却実施額 ３　減価償却実施額 ３　減価償却実施額

有形固定資産 10,997 千円

無形固定資産 6,755 　

有形固定資産 18,540 千円

無形固定資産 7,405 　

有形固定資産 23,135 千円

無形固定資産 13,779 　
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（リース取引関係）

前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び中間期末残高相当額

リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び中間期末残高相当額

リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び期末残高相当額

　
取得価額
相当額

減価償却
累計額相
当額

中間期末
残高相当
額

　 千円 千円 千円

工具器具

備品
26,286 17,337 8,949

ソフト

ウェア
6,287 3,877 2,410

合計 32,574 21,214 11,359

　
取得価額
相当額

減価償却
累計額相
当額

中間期末
残高相当
額

　 千円 千円 千円

工具器具

備品
21,732 17,721 4,011

ソフト

ウェア
6,287 5,134 1,152

合計 28,020 22,856 5,163

　
取得価額
相当額

減価償却
累計額相
当額

期末残高
相当額

　 千円 千円 千円

工具器具

備品
21,732 15,387 6,344

ソフト

ウェア
6,287 4,505 1,781

合計 28,020 19,893 8,126

(2）未経過リース料中間期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額

(2）未経過リース料中間期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額

(2）未経過リース料期末残高相当額等

未経過リース料期末残高相当額

１年内 6,514 千円

１年超 5,661 　

合計 12,176 千円

１年内 5,661 千円

１年超 - 　

合計 5,661 千円

１年内 6,353 千円

１年超 2,445 　

合計 8,799 千円

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額、支払利息相当額

及び減損損失

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額、支払利息相当額

及び減損損失

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額、支払利息相当額

及び減損損失

支払リース料 3,704 千円

減価償却費相当額 3,287 　

支払利息相当額 347 　

支払リース料 3,322 千円

減価償却費相当額 2,962 　

支払利息相当額 184 　

支払リース料 7,345 千円

減価償却費相当額 6,521 　

支払利息相当額 611 　

(4）減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数として、残存価

額を零とする定額法によっております。

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物件の取得価額

相当額との差額を利息相当額とし、各期

への配分方法については、利息法によっ

ております。

(5）利息相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

同左

（減損損失について）

　リース資産に配分された減損損失はあ

りません。

（減損損失について）

同左

（減損損失について）

同左
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（有価証券関係）

　前中間会計期間,　当中間会計期間及び前事業年度のいずれにおいても子会社株式及び関連会社株式で時価のある

ものはありません。
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（１株当たり情報）

前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

１株当たり純資産額 316,391.67円

１株当たり

中間純利益金額
54,002.20円

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、新株予約権

の残高はありますが、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握で

きませんので記載しておりません。

１株当たり純資産額 112,898.19円

１株当たり中間純利

益金額
5,197.59円

潜在株式調整後１株

当たり中間純利益金

額

4,967.84円

　当社は、平成19年８月10日付で株式

１株につき４株の株式分割を行って

おります。

　なお、当該株式分割が前期首に行わ

れたと仮定した場合の前中間会計期

間における１株当たり情報について

は、以下のとおりとなります。

１株当たり純資産額 79,097.91円

１株当たり中間純利

益金額
13,500.55円

１株当たり純資産額 86,317.54円

１株当たり

当期純利益金額
20,720.17円

 なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額については、新株予約権

の残高はありますが、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握で

きませんので記載しておりません。

　当社は、平成19年8月10日付で株式１

株につき４株の株式分割を行ってお

ります。

　なお、当該株式分割が前期首に行わ

れたと仮定した場合の前事業年度に

おける１株当たり情報については、以

下のとおりとなります。

１株当たり純資産額 65,597.36円

１株当たり

当期純利益金額
11,080.71円

（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前中間会計期間

(自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日)

前事業年度
(自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日)

中間（当期）純利益（千円） 158,820 67,657 243,752

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ― ―

普通株式に係る中間（当期）純利益

（千円）
158,820 67,657 243,752

期中平均株式数（株） 2,941 13,017 11,764

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）

純利益金額
   

中間（当期）純利益調整額（千円） ― ― ―

普通株式増加数（株） ― 602 ―

（うち新株予約権） (―) (602) (―)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり中間（当期）純利益の算

定に含めなかった潜在株式の概要

　新株予約権（新株予

約権の数280個）。詳細

は「第４提出会社の状

況、１.株式等の状況、（

2）新株予約権等の状

況」に記載のとおりで

あります。

 ─────  新株予約権（新株予

約権の数280個）。詳細

は「第４提出会社の状

況、１.株式等の状況、（

2）新株予約権等の状

況」に記載のとおりで

あります。
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（重要な後発事象）

前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

　当社は、平成19年７月10日開催の取

締役会の決議に基づき、次のように株

式分割による新株を発行しておりま

す。

１．平成19年８月10日をもって普

通株式１株につき４株に分割い

たしました。

(1) 分割により増加する株式数

普通株式　　　8,823株

(2) 分割方法

　平成19年８月９日の最終の株主

名簿に記載された株主の所有株

式数を、１株につき４株の割合を

もって分割いたしました。

２．当該株式分割が前期首に行わ

れたと仮定した場合の前中間会

計期間における１株当たり情報

及び当期首に行われたと仮定し

た場合の当中間会計期間におけ

る１株当たり情報は、それぞれ以

下のとおりとなります。

前中間
会計期間

当中間
会計期間

１株当たり純資産
額

１株当たり純資産
額

56,728.89円 79,097.91円

１株当たり中間純
利益額

１株当たり中間純
利益額

2,212.23円 13,500.55円

　潜在株式調整後１
株当たり中間純利
益金額については、
新株予約権の残高
はありますが、当社
株式は非上場であ
るため、期中平均株
価が把握できませ
んので記載してお
りません。

　潜在株式調整後１
株当たり中間純利
益金額については、
新株予約権の残高
はありますが、当社
株式は非上場であ
るため、期中平均株
価が把握できませ
んので記載してお
りません。

　当社は、平成20年４月11日開催の取

締役会決議に基づき、次のように当社

連結子会社ミックインターナショナ

ル株式会社の株式を売却しておりま

す。

１．株式売却の理由

　ミックインターナショナル株式会

社は、平成17年10月の設立以来、主

に海外医療機器メーカーに対する

ＭＡＨ事業を主力業務として展開

してまいりましたが、今般、当社の

国内企業向けＭＡＨ関連事業と同

社の海外顧客向け同事業を当社に

集約し、国内外の顧客両方にＭＡＨ

関連サービスを提供することとい

たしました。また、同社株式につい

ては、同社の代表者である金井文昭

氏が、当社の保有する同社株式を買

取り、引き続きＦＤＡ申請を中心と

した海外薬事申請業務を継続した

いと申し出があり、売却いたしまし

た。

２．株式売却の相手先

金井　文昭（ミックインターナショ

ナル株式会社　代表取締役社長）

３．売却時期

平成20年４月30日

４．株式売却した子会社情報

(1) 商号

ミックインターナショナル株

式会社

(2) 代表者

金井文昭

(3) 本店所在地

東京都文京区湯島四丁目２番

１号

(4) 設立年月日

平成17年10月４日

(5) 事業の内容

選任製造販売業（ＭＡＨ）、Ｆ

ＤＡ申請業務

(6) 事業年度の末日

９月末

(7) 従業員数

６名（平成20年３月末現在）

(8) 資本金

10,000千円

　当社は、平成19年10月30日開催及び

平成19年11月13日開催の取締役会に

おいて、下記のとおり新株式の発行を

決議し、平成19年11月29日に払込が完

了いたしました。

　この結果、資本金は671,200千円、発行

済株式総数は13,164株となっておりま

す。

(1) 募集方法

一般募集

（ブックビルディング方式に

よる募集）

(2) 発行する株式の種類及び数

普通株式　1,400株

(3) 発行価格

１株につき330,000円

一般募集はこの価格で行いま

した。

(4) 引受価額

305,250円

この価格は当社が引受人より

１株当たりの新株式払込金と

して受取った金額であります。

なお、発行価格と引受価格との

差額の総額は、引受人の手取金

となります。

(5) 払込金額

１株につき272,000円

この金額は会社法上の払込金

額であり、平成19年11月13日開

催の取締役会において決定さ

れた金額であります。

(6) 資本組入額

１株につき152,625円

(7) 発行価額の総額

380,800千円

(8) 資本組入額の総額

213,675千円

(9) 払込金額の総額

427,350千円

(10)払込期日

平成19年11月29日

(11) 資金の使途

全額を社内システム等への設

備投資に充当する予定であり

ます。
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前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

 (9) 発行済株式数

400株

５．売却株式数及び売却前後の所

有株式数

(1) 売却前の所有株式数

304株（所有割合　76.0％）

（議決権の数　304個）

(2) 売却株式数

304株（譲渡価額15,200千円）

（議決権の数　304個）

(3) 売却後の所有株式数

0株（所有割合　0％）

（議決権の数　0個）
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（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券届出書（有償一般募集増資及び売出し）及びその添付書類

　平成19年10月30日関東財務局長に提出。

(2）有価証券届出書の訂正届出書

　平成19年11月13日及び平成19年11月20日関東財務局長に提出。

　平成19年10月30日提出の有価証券届出書に係る訂正届出書であります。

(3）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第21期）（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）平成19年12月25日関東財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
　

 平成１９年１０月２２日

株式会社ＭＩＣメディカル  

 取締役会　御中    

 監査法人　トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 浅枝　芳隆　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松本　保範　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社ＭＩＣメディカルの平成１８年１０月１日から平成１９年９月３０日までの連結会計年度の中間連結会計期

間（平成１８年１０月１日から平成１９年３月３１日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中

間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。こ

の中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財

務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、株式会社ＭＩＣメディカル及び連結子会社の平成１９年３月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る中間連結会計期間（平成１８年１０月１日から平成１９年３月３１日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会社）が

別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書
　

 平成２０年６月１０日

株式会社ＭＩＣメディカル  

 取締役会　御中    

 監査法人　トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 浅枝　芳隆 印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松本　保範 印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社ＭＩＣメディカルの平成１９年１０月１日から平成２０年９月３０日までの連結会計年度の中間連結会計期

間（平成１９年１０月１日から平成２０年３月３１日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中

間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。こ

の中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財

務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、株式会社ＭＩＣメディカル及び連結子会社の平成２０年３月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る中間連結会計期間（平成１９年１０月１日から平成２０年３月３１日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会社）が

別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書
　

 平成１９年１０月２２日

株式会社ＭＩＣメディカル  

 取締役会　御中    

 監査法人　トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 浅枝　芳隆　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松本　保範　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社ＭＩＣメディカルの平成１８年１０月１日から平成１９年９月３０日までの第２１期事業年度の中間会計期

間（平成１８年１０月１日から平成１９年３月３１日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計

算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社ＭＩＣメディカルの平成１９年３月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成１８年

１０月１日から平成１９年３月３１日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会社）が

別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書
　

 平成２０年６月１０日

株式会社ＭＩＣメディカル  

 取締役会　御中    

 監査法人　トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 浅枝　芳隆 印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松本　保範 印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社ＭＩＣメディカルの平成１９年１０月１日から平成２０年９月３０日までの第２２期事業年度の中間会計期

間（平成１９年１０月１日から平成２０年３月３１日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計

算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社ＭＩＣメディカルの平成２０年３月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成１９

年１０月１日から平成２０年３月３１日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会社）が

別途保管しております。
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